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第一四二話 

満慶入道薨逝事 

『前太平記』下 巻第二十二 五四頁から五五頁より 

 

 多田の新発意（壱）満慶（弐）入道は、今年八十六歳でいらっしゃったが、老いが 

                                             老病 

日々深くなり、さらに覚束なく見られたところ、子供たちは申し上げる必要なく、 

  日夜に迫り、     最頼み少なく見へ給ひし程に、 

郎等や従者は寝ることも食事も忘れ、薬や食事で手段を尽くし色々と看病したが、

全くその効果もなく、またそこまで苦しそうな様子にも見られず、ただ眠るように 

   更に其験も無く、        又さまで苦しげなる様にも見え給はず、   唯眠れる如くにて、 

横になるだけでいらっしゃった。一条天皇も花山法皇も非常にご驚嘆になって、毎 

    打ち臥してのみ坐しけり。 

日御下問があった。全ての在京の武士や、諸国の国守が（屋敷の）門前に列を作

り、異例なほどにお見舞い申し上げる。 

 ある時満慶は、人々に向かって仰ったことは、「私は長年朝廷に真心をこめて仕 
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                                  「我多年奉公の忠勤に依って 

えたことで、深い主上の恵みを誇り、家は富み一族は豊かで、しかも私は八十歳あ 

           厚く朝恩に誇り、     家富み門族豊かにして、而も我身八十余歳上寿を持ち、 

まりの長寿で生を保ち、今生の栄華はもはや達成した。今ちょうど命が尽きようと 

                 今生の栄耀已でに極まりぬ。      今将に命尽きんとす。 

する。（私の）死期は明後日になっている。しかし、霊魂はこの廟に安置して、必 

             没期明後日に中れり。   然りと雖も、  一霊の神は此廟窟に留どめて、 

ず武芸の道を守るのだ。また、この法華三昧院（参）が揺れることで、これからは天 

  必ず弓矢を守るべし。    又         当院の鳴動を以て、         後代 

下の危機の予兆とするのだ。これが私の約束である」と仰って、すぐに別殿に入ら 

   天下安危の兆とすべし。       此我が誓ひなり」 

れ、口に妙法蓮華経要品（肆）を唱え、最期の時を待っていらっしゃった。子供たち

や従者は涙を抑えることができず、お枕元を離れずにいましたが、すぐに約束なさ

った日付を少しも違えることなく、長徳三年八月二十七日にとうとう薨去なさっ

た。人々の悲しみ嘆きは言う必要もない。ああ惜しく思おう惜しく思おう。一生数

度の戦で忠義を尽くし、毎回主上の御心を安心させ申し上げ、武力の威光の波らあ 

                     毎度宸襟を休め奉り、        武威の浪四海に溢れ、 
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ちこちに溢れ、忠貞を朝廷に尽くし、慈愛を民草に施し、寛大で情け深い心の大き 

            忠貞を上に尽くし、    慈愛を下に施し、     寛仁大度の良将にて、 

な良将で、朱雀・村上・冷泉・円融・花山の五代の御代にお仕えし、詩歌管弦の達

人として、その上で内裏へ上ることを許され、武蔵・摂津・美濃・信濃・越前・常 

           剰へ内の昇殿を聴され、 

陸・陸奥・伊予などの八カ国を歴任して、鎮守府将軍に任命され、晩年になって髪

を剃って、死後の世の支度まで思った通りにし、知恵と勇ましさを兼ね備えられた 

           後の世の設けまで意の如くし、 

賢息もたくさんいらっしゃるとともに、素晴らしいことばかり多かったが、寿命は 

                                              定命 

もう尽きて、無常にも栴檀の煙（伍）に隠れなさったので、泣く泣く遺体を石櫃に納 

 既に尽きて、       空しく栴檀の煙に隠れ給ひしかば、    泣く泣く骸骨をせ石櫃にを蔵め、 

め、法華三昧院の側に墳墓を築き上げた。それゆえ遺言は間違えることなく、折々 

     法華三昧院の傍に墳を築き葬りけり。         されば遺誡違はずして 、     間 

でこの廟は鳴動して、奇怪な現象を告げなさった。そこで天延年中から自ら彫りお 

   此廟鳴動して、       妖怪を示し給ひけり。 
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作りになった木造のお姿は、法華三昧院に祀り、遺言のままにこの院を廟所寺と名

を変え、供養の営みは丁寧に行われた。 

       孝養作善苦ろにぞ修せられける。 

 

 

注釈 

※壱・新発意……新たに仏門に入った人。 

※弐・満慶……源満仲の法名。 

※参・法華三昧院……現在の川西市多田神社。鷹尾山法華三昧寺多田院と呼ばれた。 

※肆・妙法蓮華経要品……法華経。大乗経典の一つ。 

※伍・栴檀の煙……栴檀は白檀のこと。釈迦が入滅した際、栴檀の木を焚いて荼毘に付したという故事があ

る。仏前で焚く煙のこと。 

 

 

 

たまたまですが、今日は川西市の多田神社にお参りしてきました。頼光公没後一千年の記念で展示されてい

る、酒呑童子を斬ったとされる霊剣鬼切丸を拝観してきました。 

そこでこんな立札がありました。 
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「今訳してるとこの内容そのものじゃん…」と思いました。 

藤元がやはり伝承を取材したうえで物語を描いているのが分かって感動するとともに、「ああ、満仲は死後も

ずっと国家を守ろうとしたんだなぁ」と心に沁みるような気持ちになりました。 

源満仲という人物像については、賛否があるのは承知しておりますが、やはり源氏の栄えた地での彼は、間違

いなく英雄であり、多くの人に愛された人なのだと思います。 

 

今回の多田神社訪問は、頼光公の魂に手を合わせることが目的でしたが、この話を訳している最中でお参りが

できて良かったです。 
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感想・指摘・叱咤激励、随時受け付けております。Twitter やメール等でご連絡ください m(__)m 

公開：2021/7/10 

海熊童子 


